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さんの友人など、女性
を中心とした約40人の
協力で、味や缶のデザ
インなどを検討し、日々
忙しい人が一息つくと
きに自分へのごほうび

として飲んでもらえるビールをめ
ざした。
「華休」と名付けた同ブルワ
リー初の缶ビールは350ml、580
円（税込み）で、ジューシーでフ
ルーティーな風味とすっきりとし
た飲み口が特徴だという。
問い合わせ☎3480-8931籠屋
秋元商店。

こまえくぼ1234フェス開催
サミットやフレンドパーク
「第４回こまえくぼ1234フェ
スティバル」が11
され、約2,100人が訪れた。
えきまえ広場では市内の小・中学
校のおやじの会が「狛江こどものフ
レンドパーク」と題して、スーパー
ボールすくい、輪投げ、射的などの
遊びや焼きそば、フランクフルトな
どの食べ物を用意、子どもたちの人
気を呼んでいた。 、
福生市の石川酒造の地酒の販売も好
評だった。
こまえくぼ1234では、第7回
狛江☆サミットが催され、コマラ
ジ（狛江FM）の番組で市民活動
を取り上げている野崎淳之介さん
とお笑い芸人「９番街レトロ」「ラ
ムネギッシュ18」がユーモアを
交えて市内のボランティアや市民
活動を紹介した。また、９つの登
録団体が展示やワークショップ、
販売などを行った。

4回目の議場結婚式
カップルが新しい門出

狛江市議会で大安の11月4日
。

4回目となる議場結婚式で挙式
したのは齋藤大悟さん、夏生さん
夫妻で、松原俊雄市長と谷田部一
之市議会議長、親族や友人ら約20
人が参列した。式には昨年6月に
狛江市、狛江市教育委員会と連携・
協力包括協定を結んだ成城大学の
学生7人が司会と演奏に協力した。
2人は松原市長を立会人に結婚
誓約書に署名すると、列席者から
は大きな拍手が送られた。市長と
議長が「明るく楽しい前向きな家
庭を築いて下さい」などと祝辞を
贈った。
市内にある銭湯のサウナが気に
入って狛江に住むことを決めたと

いう齋藤さん夫妻は「想像以上に
しっかりとした式で、市長や議長
のスピーチをいただいてうれし
かった」と笑顔を見せていた。

心肺停止の人に救護活動
狛江消防署長から感謝状
狛江消防署（尾
嵜純署長）は路上
で心肺停止になっ
ていた人の救護活
動を行った市内に
住む柴垣貴子さん
へ、10月13
消防署長感謝状を贈った。
柴垣さんは9月29日 外出の
際に近所で道路にうつ伏せで倒れ
ている人を見つけ、以前講習会で
習った胸骨圧迫を救急隊が到着す
るまで続けた。柴垣さんは「早期
救命の大切さを実感したので、職
場でも救命講習を広めたい」と話
していた。

子どもが演劇にチャレンジ
西河原公民館でワークショップ
西河原公民館で10月22
演劇家と一緒に劇作りを楽しむ
ワークショップ「ホールで遊ぼ
う！　西河原アドベンチャー」が
催された。西河原公民館を知って
もらい親しみを持って利用してほ
しいと、同館と一般社団法人地域
創造が共催、劇作家で演出家の田
上豊さん、演出家の志賀亮史さん
が講師を務め、市内の小学生とそ
の保護者９組が参加した。
参加者は浦島太郎をベースに

「亀」「乙姫さま」「玉手箱」「煙」な
どの単語を別の単語に置き換えて

ストーリーに仕立てた。
その後、部屋を巡りな
がら保護者も参加して
配役や効果音などの担
当を決め、演出家のアドバイスを
受けながら練習した。最後にホー
ルの舞台で演技を披露したが、子
どもの豊かな発想で見事な物語と
なり、客席から拍手が送られた。
21 、同じ講師による

おとなを対象に「ロミオとジュリ
エット」を題材にした同様のイベ
ントも催された。

子どもとシニアが交流
老人ホームが子ども食堂
介護付き老人ホーム「SOMPO
ケア　ラヴィーレ狛江」（西野川
3-4-3）で10月28
食堂が開かれ、子ども５人と保護
者３人が参加した。
子どもたちは入居者用食堂で、
高齢者に水をサービスするなど介
護の体験をした後、ハロウィーン
の飾り付けをしたサロンでカレー、
サラダ、ケーキを食べながら、ス
タッフの仮装などを楽しんだ。

参加者は「子
どもを入居者が
温かく見守って
くれ、良い交流
ができた。施設
の飾り付けも楽
しかった」など
と話していた。
同所では介

護の仕事を理解してもらい、異世
代交流や地域交流を深めようと子
ども食堂を今春から毎月第４土曜
日に人数を限って事前申し込み制
で催している。

地域の女性らと共同開発
缶入りクラフトビール

駒井町にあるブルワリーが地域
の人と協力して１年がかりで缶入
りのクラフトビール（写真右）を
開発、10月から販売し人気を集
めている。
開発したのは酒販売店の籠屋秋
元商店の醸造部門「籠屋ブルワ
リー」で、スタッフの渡邊麻里子

誓約書を披露する齋藤さん夫妻と
松原市長（左）

舞台で演技を披露する参加者

入居者に水を
サービスする子

講演する野崎さん（右奥）

柴垣さん

狛江ショッピングセンター商店会にある東京堂は狛
江で57年続く靴の専門店で、「足元の満足をお届けす
る」をモットーにデザインだけでなく、足の健康にこ

。
店内には各種カジュアル、ウオーキングシューズ、
ブーツ、サンダルなど、紳士や婦人向けの様々な靴が
約2,000足並んでいる。なかでも種類が豊富なのが、
中高年向きの婦人・紳士用で、つま先を上げてつまず

。
また、足の健康に留意して医学的な見地から開発され
たウオーキング向けの靴が好評で、左右別サイズの靴
の取り寄せにも応じているという。

店頭販売に加えて平成12年からインター
ネットの通信販売を始め、厚底サンダルや
ブーツなど若者から30代に人気の靴を扱い
全国から注文が寄せられている。
店を切り盛りしているのは新井泰得さん

（73）とよし江さん（71）夫妻。同店は、よし江さ
んの先祖が品川区の五反田駅前で営んでいたげたの製
造販売店が前身。太平洋戦争後、よし江さんの両親
がヘップサンダルやスリッパの販売に転換、昭和35
年頃には横浜市神奈川区などにも支店を開いた。41
年の多摩川住宅の第一次入居に伴い建設された狛江
ショッピングセンターの店舗付き住宅に応募して五反
田から移転した。最初はサンダルやスリッパ中心だっ
たが、顧客のニーズに合わせて様々な靴を扱うように
なり、順調に業績を伸ばした。
家業を手伝っていたよし江さんは、学習塾に勤めて
いた泰得さんと52年に結婚。靴店で働くことになっ
た泰得さんは商売の経験がなく苦労したが、熱心に商
品知識を習得するなど業務に打ち込んだ。
現在は、都営狛江アパートや多摩川住宅の居住者が
主な顧客で、50年以上も付き合いがある第一次入居
者もいる。買い物も兼ねて新井さん夫妻とおしゃべり
するのが目的で来店する人が多く、商品を選びながら
店に１時間以上いる人も少なくない。客の話をじっく
りと聞いて、豊富な商品知識を基に靴選びのアドバイ
スをするなど、２人のきめ細かいサービスが好評だ。
泰得さんは、同商店会の会長を長く務めるほか、市
内の商店有志が実行委員会形式で運営する「こまえ楽
市」の会長など、様々な地域活動にも熱心に取り組ん
でいる。
新井さん夫妻は「ネット通販など買い物のスタイル
が変わり、物販は難しい時代になっています。これか
らもお客様のニーズに的確にこたえ、地域に役立つ商
売を続けていきたい」と話している。
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東京堂 東京堂

慈恵医大第三病院

狛江通り 慈恵医大
第三病院前

☎3489-0432　中和泉5-40-31、営業時間＝午前
10時～午後７時、水曜休み

中高年向け中心に約 2,000 足
「足元の満足」を届けて 57 年

豊富な靴がずらりと並ぶ店と新井さん

伊豆美神社（中和泉3-21-8）1
月1日 0時から元旦祭、午
前10時から午後4時頃まで御神
矢（数に限りあり）、幸福土鈴、幸
福熊手などを授与。金平糖を先着
1,000人に無料配布（なくなり次
第終了）。午前10時からおはやし、
獅子舞ほかを披露。4 から諸
願必勝成就の新年初祈祷を受け付
け☎3489-8105伊豆美神社。
小足立八幡神社（西野川2-33-1）
1月1日 午前0時から2時頃まで

神酒と甘酒を振る舞う。
子之権現三島神社（西野川1-17-
8）1月1日 午前0時頃から2時頃
まで甘酒を振る舞う。
岩戸八幡神社（岩戸南2-8-2）1
月１日 前0時過ぎから と神酒
を振る舞う。
白幡菅原神社（猪方2-4-4）1月1
日 午前0時から2時頃までおはや
しの演技と福銭（数量限定）の配
布。
※各神社とも車での参拝はご遠慮
ください。

初詣


